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１ 消防本部・署・支署の所在地（平成３０年４月） 

建築面積 延面積 建　築

(㎡) (㎡) 年月日

鉄筋コンクリート造 平成

4　階　建  9. 6. 4

消防団本部 　〃　　〃 23-0424 〃 〃 〃 〃

中央消防署 　〃　　〃 23-0430 〃 〃 〃 〃

鉄筋コンクリート造 平成

4　階　建 26. 4. 1

鉄筋コンクリート造 平成

4　階　建 25. 4. 1

鉄筋コンクリート造 昭和

一部2階建 57.12.13

コンクリートブロック造 昭和

2　階　建 46.12. 1

木造モルタル造 昭和

平　屋　建 50.12. 1

鉄骨造 昭和

一部2階建 49.12.15

阿寒湖温泉 鉄筋一部コンクリート 平成

支署 2　階　建  3. 2. 5

鉄筋コンクリート造 平成

2　階　建 19. 7. 1

鉄骨造 昭和

2　階　建 45.12. 1

釧路市消防団 旧東栄小学校の一部を

港陽東分団 使用

釧路市消防団 鉄筋コンクリート造 昭和

第3分団 2　階　建 52.12.21

釧路市消防団 鉄筋コンクリート造 平成

第4分団 2　階　建 11.12.10

釧路市消防団 木造 平成

五七分団 2　階　建 26.12.21

釧路市消防団 木造モルタル造 昭和

第6分団 2　階　建 51.11.11

釧路市消防団 コンクリートブロック造 昭和

第8分団 一部2階建 46. 7.15

釧路市消防団 平成

文苑分団 26. 4. 1

釧路市消防団 木造モルタル造 昭和

第9分団 2　階　建 40.11.28

釧路市消防団 木造モルタル造 平成

昭和丹頂分団 2　階　建 24. 4. 1

釧路市消防団 木造モルタル造 昭和

第10分団 一部2階建 49.11.15

釧路市消防団

第11分団

釧路市消防団 木造モルタル造 昭和

第12分団 2　階　建 42.10.24

釧路市消防団

第13分団

釧路市消防団 旧桂恋小学校の一部を

第14分団 使用

釧路市消防団 鉄骨造 昭和

阿寒第1分団 平　屋　建 58.12.12

釧路市消防団 鉄骨造 昭和

阿寒第3分団 平　屋　建 60.11.28

釧路市消防団

阿寒第2分団

釧路市消防団

音別第1分団

所　　在　　地 電話番号 構　　　　造

消防本部 釧路市南浜町4番8号 22-2156 1,670.63 5,766.34

愛国支署 　〃　文苑4丁目1番1号 37-2422 520.93 1287.64

東分署 　〃　春採7丁目3番9号 46-3488 803.36 1497.83

桜ケ岡支署 　〃　桜ケ岡4丁目3番30号 91-6455 298.34 398.96

西消防署 　〃　鳥取南4丁目4番22号 51-1658 538.8 648.5

大楽毛支署 　〃　大楽毛2丁目4番16号 57-4808 329.67 329.67

阿寒支署 　〃　阿寒町北新町1丁目5番1号 66-3350 436.7361 619.5247

　〃　阿寒町阿寒湖温泉3丁目8番1号 67-2702 884.027 1,317.65

音別支署 　〃　音別町中園1丁目78番地
（01547）

6-2519
611.08 1132.55

　〃　千歳町3番13号 41-5646 701.79 829.29

　〃　緑ケ岡1丁目21番1号 41-3297 283.99 499.42

白糠支署 白糠町東1条南3丁目2番地20
（01547）

2-2053
479.42 949.43

釧路市弥生2丁目1番33号 41-4741

　〃　新橋大通3丁目1番6号 22-4255 216.78 303.03

　〃　文苑4丁目1番1号 24-2381 520.93 1287.64

　〃　寿1丁目1番8号 24-2381 178.86 236.41

　〃　新富町9番20号 22-3775 278.64 411.48

　〃　武佐3丁目1番25号 46-3454 365.31 430.11

　〃　桜ケ岡4丁目3番30号 91-4131

愛国支署に記載

　〃　鳥取大通1丁目5番4号 51-5376 181.5 363

　〃　昭和中央6丁目33番1号 55-3100 119.58 204.53

　〃　山花14線141番地 56-2508

桜ケ岡支署に記載

　〃　大楽毛4丁目6番2号 57-8150 151.2 270.81

　〃　桂恋172番地 91-6807

　〃　阿寒町仲町2丁目6番23号 117 117

阿寒湖温泉支署に記載

　〃　音別町中園1丁目78番地 音別支署に記載

　〃　阿寒町徹別市街本通2丁目 117 117

　〃　阿寒町阿寒湖温泉3丁目8番1号
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２ 消防の機構（平成３０年４月） 

 

17第１課

第１警備救急担当　１０

第２警備救急担当　１０

第３警備救急担当　１０

課長

東分署救急担当　４

第３警備救急担当　５

桜ケ岡支署警備担当　６

白糠支署 31

支署長

救急担当　３

音別支署 15

東主幹

第１警備救急担当　５

東分署救助担当　７

第２警備救急担当　５

救助担当　　１２

第１警備救急担当　５

救急担当　　４

第２警備救急担当　５

第３警備救急担当　５

愛国支署警備担当　８

第３警備救急担当　５

第３課 46
阿寒湖温泉支署 15

課長

東分署救助担当　７

阿寒支署 15

東分署救急担当　４

第１警備救急担当　５

桜ケ岡支署警備担当　６

第２警備救急担当　５

救急担当　　　４

救急担当　３
第２通信担当　６

大楽毛支署警備係　６

第３通信担当　６ 東主幹

17

救助担当　　１２

救急担当　　４

課長

通信指令課 19 救助担当　　　６

愛国支署警備担当　８
第１通信担当　６

課長

第１４分団

救助担当　　　６

警防課 8

桜ケ岡支署警備担当　６ 阿寒第１分団

救急担当　　　４

阿寒第２分団
警防企画主幹

第２課 46

大楽毛支署警備係　６

阿寒第３分団
救急企画主幹

課長 音別第１分団
警防救急担当　６

第３課

文苑分団
総務担当　　　　７

救急担当　　４

救助担当　　　６

第９分団

愛国支署警備担当　８

救急担当　　　４

昭和丹頂分団
予防課 10

救急担当　３ 第１０分団

大楽毛支署警備係　６

機動査察主幹

第１１分団
東主幹

予防広報担当　３
第２課 17

第１２分団
東分署救助担当　７

保安指導担当　６

第１３分団
東分署救急担当　４

510

港陽東分団
次長（総務課） 予防主幹 予防主幹

第３分団
次長（警防課） 予防広報査察担当　３ 予防広報査察担当　１

第４分団
次長（予防課）

第１課 46 五七分団

第６分団
課長

総務課 7

第８分団
救助担当　　１２

課長

消防本部 321

消防本部
消防長

48
中央消防署

署長
143

西消防署
署長

130 釧路市消防団

＊１本部 ２署 １分署 ７支署

（うち事務委託１支署）

＊分署・支署は６ｔ及び５ｔタンク車１台配置

＊配置人員の基本

支署タンク車

６名配置、５名確保

特別救助隊車

７名配置、６名確保

救助隊車

７名配置、６名確保

救急車

４名配置（愛国支署のみ３名配置）、３名確保
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３ 消防職員の人員・平均年齢 

階級等 

区分 
合 計 正 監 監 司令長 司 令 司令補 士 長 副士長 士 

事 務 

吏 員 

現  在  員 321 1 5 19 40 91 83 ― 81 1 

平均年齢 36.5 58.0 57.8 56.7 51.4 39.6 33.2 ― 22.8 33.0 

 

４ 職員定数の状況 

平成２９年度定数 
増   減   数 

平成３０年度定数 
減  員 増  員 差  引 

３２１人  － － － ３２１人 

   



 

- 18 - 

５ 消防本部・署・支署の人員配置（平成３０年１２月） 

階 級 等 

       

 

区 分 

合   

計 

正   

監 

監 

司 

令 

長 

司   

令 

司 

令 

補 

士 
 

長 

副 

士 
長 

消 
防 

士 
事
務
吏
員 

合     計 321 1 5 19 40 91 83 ― 81 1 

消

防

本

部 

小 計 48 1 3 4 9 17 9  4 1 

消 防 長 1 1         

総 務 課 8  1  2 3 1   1 

予 防 課 11  1 1 2 5 2    

警 防 課 9  1 2 2 3 1    

通 信 指 令 課 19   1 3 6 5  4  

中
央
消
防
署 

小 計 143  1 7 10 43 38  44  

中 央 消 防 署 56  1 4 4 17 18  12  

愛 国 支 署 33    3 11 6  13  

東 分 署 36   3  12 14  7  

桜 ケ 岡 支 署 18    3 3   12  

西

消

防

署 

小 計 130  1 8 21 31 36  33  

西 消 防 署 36  1 4 6 6 11  8  

大 楽 毛 支 署 18    3 4 3  8  

阿 寒 支 署 15   1 2 5 5  2  

阿寒湖温泉支署 15   1 2 3 6  3  

音 別 支 署 15   1 2 4 6  2  

白 糠 支 署 31   1 6 9 5  10  
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６ 消防職員採用・退職・昇任（平成３０年） 

階級等 
 
区分 

正監 監 司令長 司令 司令補 士長 副士長 消防士 
事 務 

吏 員 
計 

採 用        11  11 

再任用      3    3 

退 職 1 2 3 2 2     10 

昇 任 1 2 6 8 8 7    32 

派遣等(入)     1    1 2 

派遣等(出)           

 

※ 再任用は短時間勤務職員のため、二人一組で１名としている 

※ 派遣等には消防本部と市長部局との出入や、北海道への派遣等を含む 

 

７ 消防財政 

平成３０年度は、高規格救急自動車１台、化学消防ポンプ自動車１台、消防ポンプ自動車１台の更新

配置が行われ、車両の更なる強化が図られた。 

また、消防職団員の教育機関への入校や講師派遣、他部局間との人事交流を実施、人材育成を積極的

に推進し、各種災害に的確に対応できるよう万全を期しているところであり、これに要する経費は次の

とおりである。 

 

（１） 過去 3カ年度消防費当初予算額 

 区分 

 

年度 

市 一 般 会 計 

予 算 

Ａ  （千円 ） 

消 防 予 算 

 

Ｂ  （千円 ） 

Ｂ /Ａ×１００ 

 

（ ％ ） 

市民一人当たり

の 消 防 費 

（ 円 ） 

市民一世帯当た

り の 消 防 費 

（ 円 ） 

Ｈ２８ 97,200,000 3,086,680 3.2 17,687 32,562 

Ｈ２９ 97,200,000 2,674,158 2.8 15,512 28,243 

Ｈ３０ 95,000,000 2,597,527 2.7 15,247 27,442 

 

（２） 年度別消防予算 

区分 

 

年度 

        予        算        額       （千円） 

当初予算額 
内             訳 

常備消防費 非常備消防費 施設費 人 件 費 

Ｈ２８ 3,086,680 217,929 109,033 718,818 2,040,900 

Ｈ２９ 2,674,158 213,838 105,949 224,371 2,130,000 

Ｈ３０ 2,597,527 210,726 96,011 188,190 2,102,600 
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